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【収納登録】 

※会計登録後の収納処理を行います、診療行為画面からは中央下側にある収納登録 

 

 

※業務メニューからは右上、２３ 収 納。 
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①会計登録終了後、財布忘れにより未収として処理をする 

・対象の診療日行を選択後、中央下の入金取り消し 

 

 

・下図表示されたら確定（一部のみ入金取消も可能ですが基本使用しません） 

 

※取消後下図のような結果 
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H26.5.17：\ 390 

前回未収分：\ 330 

合算として：\ 720(まで入金可能) 

\ 390 を削除して 

\ 720 と入力する 

②未収金を次回受診分と合わせて処理する場合 

※P31 の３３０円と H26.5.17 受診分とする 

・次回受診分の会計登録 
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※未収金だけ支払いに来院した場合は？ 

・収納登録画面より未収金が発生している日付を選択 

 

 

 

・入金額に未収金(全額)入力し、処理日を必要に応じて変更し登録(当日の日計に計上したくない等) 
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訂正前請求額：\ 330 

訂正後請求額：\ 770 

差額の請求額：\ 440(※病院入金としたい) 

調整金１：－４４０と入力 

（病院から４４０円を入金したことになる） 

※＋の金額で入力しない。(過請求となる) 

患者の追加請求は０になり未収にもならない 

③訂正による未収金を病院の持ち出しとして処理する場合 

・P29 のインフルエンザ検査入力漏れのため追加 
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訂正前請求額：\ 330 

訂正後請求額：\ 280 

差額の請求額：\ -50(返金の表示) 

今後返金する場合は何もせず登録 

その場で返金できる場合、返金額：50 

来院予定ない等返金不可能な場合(病院ストックとする) 

調整金１：50 と入力(-50 と入力しない、過返金になる) 

④訂正による返金が発生した場合 

・P29 の CRP が不要だったと想定 
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訂正前請求額：\ 220 

訂正後過入金：\ 50 

差額の返金額：\ -50 

返金額：50（マイナスは不要） 

入金額：170（差額分のみ請求） 

⑤返金を次回受診分と合わせて処理する場合 

P35 の-50 円と H26.5.17 受診分とする 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 37 / 37 

 

※返金分だけ受け取りに来院した場合は？ 

・収納登録画面より返金が発生している日付を選択し、中央下の返金 

 
 

 

 

※必要に応じて左下の再発行より領収書の再発行を行う 

 

 


